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 有機半導体ナノ粒子は，バイオイメージング・蛍光センシングや有機薄膜太陽電池に応用できるため，

近年注目を集めている[1]。特にナノ粒子水分散液（ナノ粒子懸濁液）は，有害な有機溶媒を用いないこ

とから，低環境負荷なデバイス用蛍光体材料として有望である。今回我々は，ナノ粒子を用いた有機 EL

への応用を目的とし，大気下において安定な強発光性を示す（チオフェン/フェニレン）コオリゴマー

（TPCO）[2]の一種である 5,5′-di(4-biphenylyl)-2,2’-bithiophene（BP2T）[2]をミニエマルション法によりナ

ノ粒子化し，その光学特性の評価を行ったので報告する。 

BP2T 粉末 1 mg をクロロベンゼン 1 mL に溶解した溶液と，界面活性剤である sodium dodecyl sulfate

（SDS）33 mg を超純水 3 mLに溶解した水溶液を混合した。そ

の後，超音波ホモジナイザーを用いて 6 分間処理を行い乳化さ

せ，水中油滴型ミニエマルションを得た。得られたミニエマルシ

ョン溶液を 40℃で約 12時間攪拌することで，溶液中のクロロベ

ンゼンを気化させた。次に，Amicon Ultra-4遠心式フィルターユ

ニットを用いて遠心分離を 4 回行い，水溶液中の余分な SDS を

除去した。これにより，BP2Tナノ粒子水分散液を得た。 

図 1 は，水分散液をマイクログリッド上に滴下して乾燥させ

た後，透過型電子顕微鏡（TEM）により観察した BP2T ナノ粒子

の画像である。約 15 nmの粒径を持つ BP2T ナノ粒子が得られ，

その制限視野電子回折パターンから，作製した BP2T ナノ粒子

は，結晶性のナノ粒子であることがわかった。図 2は，BP2T ナ

ノ粒子と，溶液成長法を用いて作製した BP2T 単結晶の発光スペ

クトルを示している。BP2T ナノ粒子は単結晶に比べて，発光ス

ペクトルのピーク波長が約 35 nm 短波長側にシフトしている。

約 15 nm の直径を持つナノ粒子では，結晶中で BP2T 分子が π－π スタックする a 軸方向に約 26 個の分

子がへリングボーン状に配列し，その分子層が c軸方向に約 6層積まれていると見積もられる。一方，同

様の方法で作製したヘキシル基を分子末端に有する BP2T（BP2T-Hx）のナノ粒子は約 65 nmの粒径を持

ち，結晶の b 軸方向に 170 程度の分子が π－π スタッキングしており，BP2T ナノ粒子のような明確なス

ペクトルシフトや発光帯のピーク分裂は見られなかった。以上のことより，バルク結晶中で分子間軌道

相互作用により非局在化している励起子が，小さな粒径の BP2T ナノ粒子では量子閉じ込め効果を反映

している可能性が考えられる。 
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Fig. 2. Photoluminescence spectra of BP2T 

nanoparticles (orange) and single crystal (blue). 

Fig.1. TEM image of BP2T nanoparticle. 
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